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「（仮称）新潟市子ども・子育て支援事業計画」（素案）

２ 基本理念 

子どもたちのすこやかな育ちと子育てを支えることは、一人ひとりの子どもや保護者の

幸せにつながることはもとより、地域社会の活力につながる、明日の新潟市の担い手の育

成の基礎をなす重要な未来への投資、未来への希望です。すべての子どもがすこやかに暮

らし、育つことは私たちの願いであり、社会全体で取り組むべき最重要課題の一つです。 

子ども・子育て支援は、「保護者が子育てについての第一義的責任を持つ」という基本的

認識を前提としつつ、保護者の育児を肩代わりするものではなく、男女ともに保護者が自

己肯定感を持ちながら子どもと向き合える環境を整え、保護者としての成長を支えて、子

育てや子どもの成長に喜びや生きがいを感じることができるような支援をしていくもので

す。 

このような支援によって、より良い親子関係が形成され、子どものすこやかな育ちにつ

ながるという理解のもと、社会を構成する一人ひとりが、自らの役割と責任を自覚し、連

携しながら取り組んでいく必要があります。 

また、それらの支援は、「子どもへの支援」や「子育て家庭への支援」など対象を単独と

して行われるものではなく、それぞれが密接に、かつ連動して行われなければなりません。 

さらに、本市においてこれまで培われてきた地域の絆、市民力といった強みを生かしな

がら、子どものすこやかな育ちと子育てを、地域を含めた社会全体で支えることは、地域

の新たな支え合い、助け合いの仕組みづくりやさらなる地域力の向上につながります。 

このように、地域及び社会全体が、子育て中の保護者の気持ちを受け止め、寄り添い、

支えることを通じ、保護者が不安や負担ではなく子育てを楽しいと感じ、希望する人数の

子どもを安心して産み育てられ、障がい、疾病、虐待、貧困、家族の状況その他の事情に

より社会的な支援の必要性が高い子どもを含めたすべての子どもが大事にされ、すこやか

に成長し、自己実現を図ることができるよう取り組むことが、「子どもの最善の利益」の実

現につながります。

新潟市は「子ども・家庭・地域に笑顔があふれるまちづくり」を基本理念として掲げ、

本計画を推進することにより、「すべての子どもが地域のなかですこやかに育つまち」「一

人ひとりの妊娠、出産、子育ての希望が叶うまち」「子どもと子育てが地域を結ぶまち」の

実現を目指します。 

笑 顔 が あ ふ れ る ま ち づ く り
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